
株式会社リクルート
RECRUIT CO.,LTD

〒104-8001 東京都中央区銀座8-4-17 リクルートGINZA8ビル
www.recruit.co.jp--1--

株式会社リクルート(本社：東京都中央区 代表取締役社長 兼 CEO：柏木斉)が発行する国内旅行情報誌
『九州じゃらん』(九州支社：福岡県福岡市 編集長：山本泰広)では、2006年12月～2007年2月に『九州じゃ
らん』『おとなのいい旅 九州』の読者を対象に九州・山口の観光地に関するアンケートを実施しました。こ
こにその結果をご報告いたします。
(結果は、6月1日発売の九州じゃらん「行って良かった観光地ベスト20」特集でも紹介しています)

過去1年間に九州・山口各地へお出かけした3360人の声をもとに決定！

じゃらん 九州・山口人気観光地ランキング
第10回調査 結果報告のお知らせ

日帰り温泉で人気の「わいた温泉郷」が、由布院・黒川の2強を抑えて堂々の第1位に

【本件に関するお問い合わせ先】
https://www.recruit.jp/support/inquiry_press.html

・・・ 投票結果の要約 ・・・

●人気観光地(満足度が高い観光地)ランキング
～宿泊もしくは日帰りで訪れたことがあり、「行ってみてよかった」観光地

第１位「わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山川温泉）」(熊本県)
第2位「由布院温泉」(大分県) 、 第3位「黒川温泉」(熊本県)

…前回「黒川温泉」(熊本県)と並んで第1位になった「わいた温泉郷(はげの湯･岳の湯･山川温泉)」(熊本県)が、第2位以
下を7ポイント以上引き離して、堂々の単独1位に輝いた。第2位には「由布院温泉」(大分県)、第3位には「黒川温泉」

(熊本県)と、常連が顔を並べている。

●行ったことがある観光地ランキング ～宿泊もしくは日帰りで訪れたことのある観光地
第１位「由布院温泉」(大分県)

第2位「別府(別府八湯)」(大分県)、第3位「南阿蘇(南阿蘇村・西原村・高森町)」(熊本県)
…トップ3は昨年と同じ顔ぶれ・順位となった。知名度とエリアの広範さに比例した顔ぶれが並んでいる。

●宿泊したことがある観光地ランキング
第１位「別府八湯」(大分県)

第2位「由布院温泉」(大分県)、第3位「九重(宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など)」(大分県)
…第1位の「別府」(大分県)、第2位の「由布院温泉」(大分県)の2エリアが、第3位以下を大きく離し強さをみせた。
第3位以下が接戦するなか、「九重(宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など)」(大分県)が昨年より順位をあげてトップ3入りした。

●今年 泊まりで行きたい観光地ランキング
第１位「黒川温泉」(熊本県) 第2位「由布院温泉」(大分県)、第3位「霧島温泉郷」(鹿児島県)

…トップ3は昨年と同じ顔ぶれ・順位となった。特に、第1位の「黒川温泉」(熊本県)、第2位の「由布院温泉」(大分県)は
8年連続同じ順位であり、根強い人気が証明された。

2007年6月1日
株式会社リクルート 国内旅行カンパニー

九州じゃらん編集部

https://www.recruit.jp/support/inquiry_press.html
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調査概要と回答者プロフィール

【調査概要】

◎調査時期 ： 2006年12月20日～2007年3月20日

◎調査方法 ： 『九州じゃらん』『おとなのいい旅 九州』の読者を対象にアンケートを実施。

≪アンケートの送付方法≫
九州じゃらん2月号(1/1発売)・3月号(2/1発売) ⇒ 綴じ込みハガキ(送料無料)
おとなのいい旅九州冬号(12/20発売) ⇒ 綴じ込みハガキ(送料無料)
※いずれも宿泊券を賞品としたクローズド懸賞として公募

◎調査対象 ： 2006年1月～12月の1年間に、九州・山口エリアに日帰りレジャーもしくは宿泊
旅行(帰省・出張を除く)に行った経験のある方

◎有効回答数 ： 3,360人
(九州じゃらん：2,699人、おとなのいい旅 九州：661人)

◎対象観光地 ： 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、山口県
の8県から、計102の観光地を選択肢として設定した。

【回答者プロフィール】

◎性別

◎年齢

◎未既婚

◎居住地

(N＝3360) (N＝3360)

(N＝3360)

(N＝3360)

無回答
0.1%

女性
77.7%

男性
22.2%

無回答
0.7%

既婚
子供あり
53.1%

既婚
子供なし
14.7%

独身
31.5%

0.4 7.9

13.6

16.0

18.0

11.3

20.0

15.5

16.8

15.1

10.0

11.4

9.6

9.6

10.6

9.3

9.8

10.9

9.5

7.9

18.8

0.5

0.8

20歳未満

7.0

4.2

20～24歳

5.4

25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

9.1

7.3

6.8

55～59歳

4.8

60歳以上

0.9

0.8

0.7

無回答凡例

全体

男性

女性

37.6 6.7 8.8 13.5 9.9 6.2 7.2 6.0 4.0

福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 山口 その他 無回答

0.1

凡例

全体
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付帯資料①

【Ⅰ】人気観光地(満足度が高い観光地)
ランキング

～宿泊もしくは日帰りで訪れたことがあり、
「行ってみてよかった」観光地

【Ⅱ】行ったことがある観光地
ランキング

～宿泊もしくは日帰りで訪れたこと
がある観光地

前回「黒川温泉」(熊本県)と並んで第1位になった「わいた温泉郷
(はげの湯･岳の湯･山川温泉)」(熊本県)が、第2位以下を7ポイント
以上引き離して、堂々の単独1位に輝いた。
日帰りで楽しめる貸切温泉が豊富なことが特徴で、立地を活かした
絶景露天、24時間営業、コインタイマー式などの施設がありバリ
エーションに富んでいる。

第2位には「由布院温泉」(大分県)、第3位には「黒川温泉」(熊本
県)と、常連が顔を並べている。

また第6位の「平山温泉」(熊本県)は、前々回より、12位→8位→6位
と順位を上げており、かつての一部の温泉ファンしか知らない存在
から、安定した人気を保つ観光地として認知・定着してきている様
が伺える。泉質、リーズナブルな料金、アクセスの良さなどが要因
になっていると推測できる。

また、今回のトップ20のなかでは、イカの活き作りで有名な「呼
子」(佐賀県)が、前回の第25位から9ランクアップの第16位と最も大
きく順位を上げている。

第1～4位まで、前回と同じ結果となった。知
名度とエリアの広範さに比例した顔ぶれが並ん
でいる。全国ブランドである「由布院温泉」
(大分県)が第1位、「別府」(大分県)が第2位と
続いた。

知名度とエリアの広範さに比例した顔ぶれが上
位に並ぶ結果となった。

各県から、知名度の高い観光地が続々とランク
インしてきている。宮崎県・山口県は今回トッ
プ20入りを逃したものの、宮崎県は2007年に入
り、マスメディアでの露出が高まっており、今
後どれだけ集客に結びついていくのか注目され
る。また山口県も下関といった知名度のある観
光地を抱えていることなどから、今後の動向に
期待が集まる。

(複数回答) (複数回答)

※昨年順位の「＊」＝今回の調査エリアに新しく加えた、もしくは、統合した、名称変更した観光地
ただし、名称変更した「わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山川温泉）」(変更前：はげの湯・岳の湯・山川温泉)については、
名称変更の影響が少ないため対象外としている。

順位
来訪人数

(人)
昨年
順位

1 由布院温泉 大分 1140 1

2 別府（別府八湯） 大分 1135 2

3 南阿蘇（南阿蘇村・西原村・高森町） 熊本 1045 3

4 博多（博多駅周辺） 福岡 924 4

5 九重（宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など） 大分 861 8

6 黒川温泉 熊本 845 6

7 阿蘇市（内牧温泉）、産山村 熊本 772 14

8 天神・大名 福岡 752 5

9 嬉野温泉 佐賀 676 11

10 長崎市 長崎 665 10

11 呼子 佐賀 653 9

12 門司港レトロ 福岡 648 7

13 太宰府 福岡 624 12

14 久住高原 大分 577 16

15 海の中道・志賀島 福岡 572 13

16 ハウステンボス 長崎 563 17

17 熊本市 熊本 562 23

17 霧島温泉郷 鹿児島 562 26

19 日田温泉・豆田 大分 550 *

20 百道・姪浜 福岡 527 15

観光地名
順位 観光地名

来訪
人数
(人)

満足
した
人数
(人)

満足率
(%)

昨年
順位

1 わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山川温泉） 熊本 473 312 66.0 1

2 由布院温泉 大分 1140 668 58.6 3

3 黒川温泉 熊本 845 488 57.8 1

4 久住高原 大分 577 312 54.1 6

5 霧島温泉郷 鹿児島 562 303 53.9 4

6 平山温泉 熊本 456 240 52.6 8

7 南阿蘇（南阿蘇村・西原村・高森町） 熊本 1045 543 52.0 5

8 ハウステンボス 長崎 563 290 51.5 7

9 指宿温泉 鹿児島 380 186 48.9 12

9 西長門海岸 山口 190 93 48.9 11

11 九重（宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など） 大分 861 411 47.7 10

12 別府（別府八湯） 大分 1135 522 46.0 14

13 小田温泉・田の原温泉・満願寺温泉 熊本 307 133 43.3 9

14 雲仙温泉 長崎 472 202 42.8 15

15 長湯温泉 大分 294 125 42.5 13

16 呼子 佐賀 653 256 39.2 25

17 阿蘇市（内牧温泉）、産山村 熊本 772 302 39.1 16

18 天草 熊本 471 182 38.6 17

18 妙見温泉 鹿児島 127 49 38.6 24

20 長崎市 長崎 665 251 37.7 21
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付帯資料②

【Ⅲ】宿泊したことがある観光地ランキング 【Ⅳ】今年 泊まりで行きたい観光地
ランキング

～2007年1月から12月の間で、
1泊以上で行ってみたい観光地

第1位の「別府」(大分県)、第2位の「由布院温泉」(大
分県)の2エリアが、第3位以下を大きく離し強さをみせた。
第3位以下が接戦するなか、昨年10月に九重夢大吊橋が完
成した「九重」(大分県)が昨年より順位をあげてトップ3
入りした。

また≪参考≫として、1年間での旅行回数をみると、宿泊
旅行(1泊以上の旅行)の平均が4.4回、日帰りレジャーの平
均が11.7回と、日帰りレジャーの経験回数の方が多くなっ
ており、いずれも前回調査時の回数を若干上回っている。

第1～4位まで、前回と同じ顔ぶれとなった。特に、
第1位の「黒川温泉」(熊本県)が予定人数904人、第2
位の「由布院温泉」(大分県)が予定人数730人で、8年
連続同じ順位となり、根強い人気を証明した。
一方で、昨年は第2位と第3位の間に1.5倍以上の差が
あったのに対して、「霧島温泉郷」(鹿児島県)、「指
宿温泉」(鹿児島県)が人数を伸ばし2強に迫ってきて
いる。

(複数回答) (複数回答)

≪参考≫アンケート回答者の「1泊以上の旅行に行った回数」と「日帰りレジャーに行った回数」

　■平成１８年１月～１２月の間、日帰りレジャーに行った回数　※回答方法＝記入式

件数 0回 1回 2回 3回 4回 5回
6～
10回

11～
20回

21～
30回

31回
以上

無回答 平均

全体 3360 124 110 214 256 181 306 946 757 243 154 69

100.0 3.7 3.3 6.4 7.6 5.4 9.1 28.2 22.5 7.2 4.6 2.1

(上段：回答者数、下段：％)

11.7

順位
宿泊人数

(人)
昨年
順位

1 別府（別府八湯） 大分 731 1

2 由布院温泉 大分 598 2

3 九重（宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など） 大分 393 6

4 南阿蘇（南阿蘇村・西原村・高森町） 熊本 382 3

5 黒川温泉 熊本 372 4

6 嬉野温泉 佐賀 370 5

7 博多（博多駅周辺） 福岡 368 8

8 阿蘇市（内牧温泉）、産山村 熊本 360 12

9 長崎市 長崎 348 7

10 霧島温泉郷 鹿児島 337 10

11 ハウステンボス 長崎 291 9

12 宮崎市（宮崎リゾート温泉など） 宮崎 264 14

13 指宿温泉 鹿児島 261 15

14 鹿児島市 鹿児島 255 13

15 雲仙温泉 長崎 247 11

16 天草 熊本 220 17

17 久住高原 大分 193 19

18 熊本市 熊本 192 26

19 原鶴・筑後川温泉 福岡 164 20

20 小田温泉・田の原温泉・満願寺温泉 熊本 159 15

観光地名 順位
予定人数

(人)
昨年
順位

1 黒川温泉 熊本 904 1

2 由布院温泉 大分 730 2

3 霧島温泉郷 鹿児島 621 3

4 指宿温泉 鹿児島 616 4

5 嬉野温泉 佐賀 457 8

6 ハウステンボス 長崎 442 5

7 別府（別府八湯） 大分 415 7

8 南阿蘇（南阿蘇村・西原村・高森町） 熊本 376 10

9 雲仙温泉 長崎 342 9

10 九重（宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など） 大分 308 12

11 わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山川温泉） 熊本 288 22

12 久住高原 大分 258 16

13 天草 熊本 229 13

14 小田温泉・田の原温泉・満願寺温泉 熊本 219 14

15 宮崎市（宮崎リゾート温泉など） 宮崎 211 35

16 平山温泉 熊本 196 28

17 長湯温泉 大分 191 11

18 妙見温泉 鹿児島 190 18

19 阿蘇市（内牧温泉）、産山村 熊本 179 *

20 長崎市 長崎 165 15

観光地名

※昨年順位の「＊」＝今回の調査エリアに新しく加えた、もしくは、統合した、名称変更した観光地
ただし、名称変更した「わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山川温泉）」(変更前：はげの湯・岳の湯・山川温泉)については、
名称変更の影響が少ないため対象外としている。

　■平成１８年１月～１２月の間、１泊以上の旅行に行った回数　※回答方法＝記入式

件数 0回 1回 2回 3回 4回 5回
6～
10回

11～
20回

21～
30回

31回
以上

無回答 平均

全体 3360 156 464 630 637 405 319 520 175 26 12 16

100.0 4.6 13.8 18.8 19.0 12.1 9.5 15.5 5.2 0.8 0.4 0.5
4.4

(上段：回答者数、下段：％)
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付帯資料③

■調査対象の観光地一覧

博多（博多駅周辺）
中洲・川端
海の中道・志賀島
天神・大名
百道・姪浜
太宰府
二日市温泉
玄海・津屋崎・芦屋
糸島・志摩
久留米
甘木・秋月
原鶴・筑後川温泉
柳川
八女・筑後
星野村
添田（英彦山）
小倉・八幡
門司港レトロ

佐賀市(三瀬・古湯温泉・熊の川
温泉の地域を除く市内)
三瀬・古湯温泉・熊の川温泉
背振・吉野ヶ里
七山・相知
太良（たら竹崎温泉）
唐津・虹の松原
呼子
嬉野温泉
武雄温泉
有田
伊万里

長崎市
諫早・大村
平戸
佐世保市内
九十九島
ハウステンボス
西海市
島原温泉
雲仙温泉
小浜温泉
壱岐
五島列島

熊本市
山鹿温泉
平山温泉
植木温泉
玉名温泉
菊池温泉
荒尾・南関
杖立温泉
小田温泉・田の原温泉・満願寺温泉
黒川温泉
わいた温泉郷（はげの湯・岳の湯・山
川温泉）
南阿蘇（南阿蘇村・西原村・高森町）
阿蘇市（内牧温泉）、産山村
八代（日奈久温泉）
水俣（湯の児温泉・湯の鶴温泉）
人吉温泉
天草

大分市
別府（別府八湯）
由布院温泉
湯平温泉
耶馬溪
宇佐・中津
国東・豊後高田
日田温泉・豆田
天ヶ瀬温泉
九重（宝泉寺・筋湯・九酔渓温泉など）
長湯温泉
久住高原
竹田市（岡城跡周辺）
臼杵・佐伯

宮崎市（宮崎リゾート温泉など。
青島を除く市内）
青島
日南海岸
高千穂・五ケ瀬
日向
綾
えびの高原・生駒高原
都井岬

[福岡県]

[佐賀県]

[長崎県]

[熊本県]

[大分県]

[宮崎県]

鹿児島市(桜島を除く市内)
桜島
霧島温泉郷
妙見温泉
知覧
指宿温泉
開聞・山川
出水・阿久根
串木野・さつま川内（宮之城温泉）
吹上・笠沙
枕崎・坊津
種子島・屋久島・奄美

山口市
湯田温泉
岩国・錦帯橋
秋吉台・秋芳洞
宇部・阿知須
萩
長門湯本温泉
西長門海岸
下関・長府
川棚温泉（下関市）

[鹿児島県]

[山口県]

※今回の調査エリアに新しく加えた、もしくは、統合した、名称変更した観光地名

統合：[福岡県] 糸島→糸島・志摩、小倉→小倉・八幡 [佐賀県] 古湯温泉・熊の川温泉、三瀬→三瀬・古湯温泉・熊
の川温泉 [熊本県] 山鹿温泉、鹿本→山鹿温泉 [鹿児島県] 鹿児島市、錦江高原→鹿児島市、出水→出水・阿久根、
串木野→串木野・さつま川内（宮之城温泉）

追加：[福岡県] 八女・筑後、星野村 [佐賀県] 背振・吉野ヶ里、七山・相知 [熊本県] 荒尾・南関 [大分県] 臼
杵・佐伯 [鹿児島県] 吹上・笠沙、枕崎・坊津

名称変更：[福岡県] 百道・姪の浜→百道・姪浜、玄海・津屋島・芦屋→玄海・津屋崎・芦屋 [佐賀県] 佐賀市内→
佐賀市（三瀬・古湯温泉・熊の川温泉を除く） [熊本県] はげの湯・岳の湯・山川温泉→わいた温泉郷（はげの湯・
岳の湯・山川温泉）、北阿蘇（阿蘇市・産山村）→阿蘇市（内牧温泉）・産山村
[大分県]日田→日田温泉・豆田、豊後竹田→竹田市（岡城跡周辺） [宮崎県] 宮崎市内→宮崎市（宮崎リゾート温泉
など。青島を除く市内） [鹿児島県]開聞町・山川→開聞・山川


